


　昨今、働き方改革の進展により企
業の持続的な成長かつ生産性を高め
るためには従業員の健康維持が絶対
条件といわれています。
　当社も昨年夏に全従業員に習慣健
康アンケートを実施し、8 割の方が運
動習慣なしという結果が……。
　そこで「活気ある職場は従業員の

健康づくりから」と考え、10 月に食
と運動セミナー、12 月にはスラック
ライン体験会開催、そのほかにもヘ
ルスケア製品の社内レンタルもス
タートしました。これらの活動が認
められ「健康経営優良法人 2025」に
認定されました。
　今後も健康に働ける職場環境・健
康維持を目指し、
従業員そしてその
家族までがイキイ
キと生活できるよ
うな 取 り 組 み を
行っていきます。
レッツ健康経営！

　北海道科学大学保健医療学部の宮
坂教授のご指導のもと、2025 年 1 月
避難支援評価システムを開発、大学
に納入いたしました。
　本システムは以前より取り組んで
いた音声認識システムのアプリを活
用しており、主に高齢者施設をター
ゲットとしています。施設の介助者
が災害時の避難の時に音声コマンド
を使い、事前に登録した最大 8 か所
の避難場所における避難者数の加
算、減算、現在の避難者数の確認が

　近年、全国的に都市部やその周辺
に人口が集中しており、北海道も例
外なく札幌市や旭川市などに人が集
中しています。この偏りは医師にも
当てはまっており、偏在化は大きな
課題として昨今多くの場面で話題に
あげられています。
　少子高齢化が進み、地域のシニア
層が増える一方で、前述した偏在化
が起これば、当然ながら医療従事者
一人への負担は増加することになり
ます。人生100年時代と呼ばれる中で、
これから先の地域医療を守るには、
医療従事者の負担を軽減するととも
に、病気が重症化する前の早期に医
療機関へかかれる環境づくりが必要
です。
　そこで当社は、地域社会の健康増
進に貢献するため立ち上げられた、
北海道大学内の産業創出講座に江別
市（市立病院）とともに参画し、産
学官連携によるウェアラブル機器の
研究開発に取り組んでいます。

可能となります。
　現在、大学内で評価試験を行って
おり、その後実際の高齢者施設にて
実証試験を行う予定であり、引き続
き改良に努めてまいります。

　2023年から始まった本研究開発は、
初年度に地域のニーズを把握するた
め、各機関と連携し、フィールドワー
クを行ってまいりました。また、翌
年からは、引き続きフィールドワーク
を行いながら、これからより一層の
需要が見込まれる在宅での医療に注
目し、医療従事者のバイタルチェッ
ク作業を支援することができるよう
な機器開発を目指し、試作機の製作
を行いました。今後は、更なる基礎
研究と検証を進め、いち早く製品化
を目指したいと考えています。
　当社は地域の皆様との連携から、
今まさに到来している人生 100 年時代
を健やかに過ごせるための環境づく
りのお役に立てるよう、これからも
精一杯努めてまいります。

　2025 年春、全国に先駆け、立命館
慶祥中学校・高等学校（所在地 北海
道江別市）の保健室に、脊柱側弯症
検査用機器スコリオデバイスが初導
入されました。
　スコリオデバイスは、旭川医科大
学と共同開発した製品で、着衣のま
まで腰背部の最大傾斜角度を 10 秒
程で測定し脊柱側弯症の疑いを発見

できる一般医療機器です。
　医師や専門技師でなくても簡単に
操作できるため、生徒が信頼し気軽
に訪れる学校の保健室に置くことで、
気になったときすぐに養護教諭が測
定し、相談することもできます。
　側弯症を簡単・手軽にスクリーニン
グできる全く新しい機器であるスコリ
オデバイスが、学校保健室に全国初

導入というニュー
スは、複数のテレ
ビ局や新聞社に取
材いただき WEB
を含む各メディア
でも取り上げられ、
現在も全国各地か
ら反響や引き合い
をいただいていま
す。取材では、在
学中の女子中学生
2 名に被験者とし

て前屈姿勢を取ってもらい、養護教
諭の方には測定の実演とインタビュー
にも応じていただきました。
　また、立命館慶祥中学校・高等学
校の意向によりますと、「生徒は多
くの時間を学校で過ごし、特に成長
期にあって学校は生徒の体や心の変
化にいち早く気が付く場所でありた
い。同時に、中高一貫の文科省スー
パーサイエンスハイスクール（SSH）と
して、スコリオデバイスを通じて市
内企業である電制コムテックの保有
技術や開発力に触れてほしい期待も
ある」とのことです。今回の導入で
学校と製品が連携し生徒の健康をケ
ア、サポートできる事例の一つが実現
しました。
　なお、全国初の保健室への導入が、
学校医を担う小児科医等の皆様にも
機器の有用性をご理解いただき、ス
コリオデバイスの輪が全国に広がり

つつあります。当社は、スコリオデ
バイスが全国の学校健診および保健
室等でご活用いただけるよう全国医
師会、教育委員会、小児科クリニッ
ク等への周知、訪問活動に日々奔走
しています。今後ますます子どもた
ちの健康に貢献できるようご関係の
皆様との対話を深め精進してまいり
ます。
　最後に今回の取材にご協力いただ
いた立命館慶祥中学校・高等学校の
皆様に心より感謝申し上げます。

暑い夏にも負けない熱量で当社の新
しい取り組みや技術・商品の情報を
お届けいたします。�
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立命館慶祥中学校・高等学校がスコリオデバイスを保健室に導入
─着衣のままで脊柱側弯症検査が可能に─

全国初！

実機を北海道科学大学へ納入介護施設避難
支援システム 産・学・官連携によるウェアラブル機器の研究開発
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【バイタル測定装置の試作機】
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